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鄭
毓
瑜
の
『
姿
と
言
』（
中
国
語
原
題
：『
姿

與
言
│
│
詩
国
革
命
新
論
』
台
北
：
麦
田
出

版
、
二
〇
一
七
年
）
に
つ
い
て
語
る
前
に
、
氏

の
前
著
『
引
譬
連
類
│
│
文
学
研
究
の
キ
ー

ワ
ー
ド
』（
原
題
：『
引
譬
連
類
│
│
文
学
研
究

的
関
鍵
詞
』
台
北
：
聯
経
出
版
、
二
〇
一
二

年
）
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
以
下
、
両
著
の
参
照
頁
を
示
す
と
き
は
『
引
』

と
『
姿
』
と
略
す
）。
紙
幅
の
制
限
も
あ
り
、

『
姿
と
言
』
も
『
引
譬
連
類
』
も
十
分
論
じ
得

な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
両
著
を
関
連
付

け
な
が
ら
評
者
な
り
に
紹
介
し
た
い
。
特
に

『
引
譬
連
類
』
は
単
独
で
論
じ
る
必
要
性
が
あ

る
理
論
的
な
力
作
な
の
で
、
こ
こ
で
は
略
論
す

る
に
止
め
た
い
。

１
　『
引
譬
連
類
』
は
長
い
「
導
論
」
と
、
六
つ
の

章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
六
章
の
「
旧
詩
語
と

新
世
界
」
で
は
、
初
代
駐
日
公
使
の
書
記
官
と

し
て
来
日
し
た
黄
遵
憲
（
一
八
四
八

－

一
九
〇

五
）
が
戊
戌
変
法
前
後
に
提
唱
し
た
「
詩
界
革

命
」
と
い
う
、
古
典
文
言
定
型
詩
（
日
本
で
い

う
漢
詩
）
の
改
革
を
試
み
る
近
代
詩
の
主
張
と

方法としての〈六朝〉
──鄭毓瑜『姿と言』『引譬連類』を評す

林　少陽
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実
践
を
扱
っ
て
い
る
。
第
六
章
以
外
の
他
の
章

は
、
み
な
東
西
の
理
論
を
駆
使
し
な
が
ら
中
国

古
典
文
学
に
お
け
る
概
念
を
論
じ
て
い
る
。
古

典
詩
学
の
著
書
で
あ
る
が
、
狭
い
意
味
で
の
文

学
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
よ
う
な
著
書
で
あ
る
。

　「
引
譬
連
類
」
と
い
う
用
語
は
、
前
漢
の
学

者
孔
安
国
が
『
論
語
』
の
「
興き
ょ
う

」
と
い
う
概
念
を

解
釈
す
る
際
に
使
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
初
唐
の

孔
穎
達
（
五
七
四

－

六
四
八
）
は
孔
安
国
の
解

釈
を
受
け
て
、
こ
れ
を
「
興
者
、
起
也
、
取
譬

引
類
、
起
発
己
心
、
詩
文
以
見
草
木
鳥
獣
以
見

意
者
、
皆
興
辞
也
」
と
再
解
釈
し
〉
1
〈

た
。
更
に

宋
の
学
者
の
邢
昺
（
九
三
二

－

一
〇
一
〇
）

は
「
詩
可
以
興
者
也
。
詩
可
以
令
人
能
引
譬
連

類
、
以
為
比
興
也
」
と
解
釈
し
〉
2
〈

た
。
著
者
の
鄭

氏
は
こ
の
「
引
譬
連
類
」
の
解
釈
の
系
譜
を
理

論
的
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
す
な

わ
ち
「
引
譬
連
類
」
と
は
二
つ
の
孤
立
し
た
物

事
の
比
較
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
は
主
体
が

二
つ
の
組
と
な
る
よ
う
な
比
喩
の
類
を
結
ぶ
言

語
的
営
み
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る

（『
引
』
一
八
頁
）。「
連
類
」（
聯
類
）
は
英
訳
で

はcorrelative thinking

で
あ
る
が
、
こ
の
「
連

類
」
こ
そ
鄭
氏
の
前
述
二
著
、
特
に
『
引
譬
連

類
』
の
理
論
の
最
も
核
心
的
概
念
で
あ
る
。

　
著
者
は
そ
の
『
引
譬
連
類
』
で
、「
文
」・「
明
」

と
い
う
中
国
文
学
・
思
想
の
固
有
の
概
念
を

も
っ
て
「
譬
類
」
的
世
界
が
構
築
さ
れ
る
根
源

的
構
造
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
（『
引
』

二
四
頁
）。
そ
し
て
上
古
文
学
・
思
想
に
お

け
る
「
心
／
身
」「
言（
文
）／
物
」
と
が
、
類

を
跨
い
で
連
結
す
る
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
試
み
て
い
る
（
同
前
）。「
連
類
」
と

は
、
鄭
氏
が
引
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
中

国
文
学
者Stephen O

wen

（
宇
文
所
安
）
の

英
訳
に
よ
れ
ば
、categorical association

と

な
っ
て
お
〉
3
〈

り
、「
類
」
はcategory, categorical 

analogy

と
な
っ
て
い
〉
4
〈

る
。
こ
の
観
点
か
ら
す

る
と
、
詩
的
言
語
と
は
、
一
つ
の
類
と
別
の
類

の
「
物
」
を
関
連
・
連
動
さ
せ
る
こ
と
を
通
し

て
、
ま
た
は
「
類
を
越
え
る
」（cross categorical 

boundary

）（『
引
』
一
五
頁
）
と
い
う
こ
と
を

通
し
て
、
物
（
自
然
・
宇
宙
）
と
い
う
生
き
た

身
体
を
生
き
た
比
喩
を
通
し
て
感
じ
取
ら
せ
る

た
め
の
言
語
的
営
み
と
な
る
。
く
り
か
え
し

言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
が
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、「
類
物
」（
類
を
以
っ
て

応
じ
る
）
と
い
う
関
係
性
に
お
い
て
世
界
を
感

知
さ
せ
、
構
築
さ
せ
る
と
い
う
古
典
詩
文
の
伝

統
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

上
古
文
学
・
思
想
に
端
を
発
す
る
こ
の
パ
タ
ー

ン
は
、
そ
の
後
も
延
々
と
中
国
文
学
に
継
承
さ

れ
て
き
た
（『
引
』
二
五

－

二
六
頁
）。
著
者

は
、
詩
に
お
け
る
音
声
的
近
似
性
を
含
む
物
事

の
間
の
類
似
性
が
如
何
に
「
天
文
」
と
「
人

文
」
を
、
ま
た
は
「
道
の
文
」
と
「
心
の
文
」

を
類
似
的
に
／
比
喩
的
に
提
示
し
よ
う
と
し
た

か
を
力
説
し
て
い
る
（『
引
』
四
七
頁
）。
身
体

と
宇
宙
と
の
関
連
・
往
来
を
言
語
化
さ
せ
る
仕

組
み
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
こ
そ

が
、
陸
機
（
二
六
一

－

三
〇
三
）
の
『
文
賦
』

や
、
劉
勰
（
四
六
五
？

－

五
二
〇
）
の
『
文
心

彫
龍
』
な
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
魏
晋
南
北

朝
文
学
の
理
論
が
説
こ
う
と
し
た
核
心
で
あ

る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
解
読
し
よ
う
と
し
た
の

が
『
引
譬
連
類
』
の
主
旨
で
あ
る
と
、
私
は
理

解
し
た
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、「
引
譬
連
類
」
の
世
界
に

お
い
て
、
つ
ま
り
「
宇
宙
―
身
体
」
が
物
質
的

な
形
態
と
し
て
存
在
す
る
も
の
は
な
く
、
た
だ

あ
る
の
は
充
満
し
拡
張
す
る
、
互
い
に
「
融

通
無
礙
」
の
「
気
態
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
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（『
引
』
三
五
頁
）。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
著

者
は
言
（
文
）
と
物
、
文
に
お
け
る
気
と
身
体

と
の
関
係
を
探
求
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
『
引
譬
連
類
』
は
道
家
的
に

詩
学
を
論
じ
た
も
の
と
も
言
え
る
。
か
く
し
て

『
引
譬
連
類
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
引

譬
連
類
」
は
、
言
語
論
的
に
詩
学
の
中
心
観
念

を
論
じ
よ
う
と
す
る
意
味
に
お
い
て
、
高
度
に

文
学
理
論
的
用
語
で
は
あ
る
。
し
か
し
著
者
が

「
気
」「
身
体
」
な
ど
の
概
念
と
文
学
と
の
関
係

を
考
察
し
よ
う
と
す
る
意
欲
か
ら
す
る
と
、
近

代
的
な
、
翻
訳
語
と
し
て
の
「
文
学
」
と
い
う

概
念
・
枠
組
み
を
遥
か
に
超
え
て
お
り
、
そ
れ

を
批
判
的
に
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
も

あ
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
本
人
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
引
譬

連
類
」「
聯
類
」「
応
類
」
に
つ
い
て
の
討
論

は
、
高
度
に
学
際
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

（『
引
』
二
四
頁
）。
あ
る
意
味
で
は
『
引
譬
連

類
』
は
氏
の
古
典
的
「
人
文
」
学
│
│
西
洋
の

翻
訳
語
が
や
っ
て
く
る
前
の
、
漢
字
そ
の
も
の

の
文
字
面
通
り
の
「
学
」
│
│
に
対
す
る
研
究

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
や
や
野
心
的
な

著
作
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

２
　
鄭
氏
の
研
究
の
出
発
点
は
六
朝
文
学
で
あ

る
。
こ
こ
で
言
う
「
六
朝
」
と
は
、
一
般
的

に
中
国
歴
史
上
で
、
建
康
（
建
業
、
現
在
の

南
京
）
に
都
を
お
い
た
三
国
の
呉
、
南
朝
の
東

晋
・
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の
六
つ
の
時
代
（
二
二

二

－

五
八
九
年
）
を
指
す
が
、
本
書
評
に
お
い

て
は
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
、
す
な
わ
ち
後
漢
末

期
の
一
八
四
年
に
起
き
た
黄
巾
の
乱
か
ら
は
じ

ま
り
、
隋
が
五
八
九
年
に
中
国
を
再
び
統
一
す

る
ま
で
の
時
期
を
指
し
て
い
る
。
六
朝
文
学
は

駢
儷
体
の
文
章
や
、
詩
、
特
に
文
学
理
論
の
高

度
に
発
達
し
成
熟
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
六
朝
文
学
研
究
と
は
、
多
く
の

場
合
、
詩
学
的
哲
学
的
研
究
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
の
時
代
は
思
想
的
に
見
れ
ば
統
一
王
朝

の
思
想
と
し
て
の
儒
家
の
権
威
が
失
墜
し
、
仏

教
、
特
に
道
家
思
想
が
高
度
に
文
学
に
浸
透
す

る
時
代
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
文
学

の
研
究
か
ら
学
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
鄭
氏

は
、
の
ち
に
古
代
の
『
詩
経
』
に
遡
り
、
ま
た

近
現
代
の
中
国
の
詩
学
ま
で
理
論
的
に
研
究
し

て
き
た
。
本
書
評
で
論
じ
る
『
姿
と
言
』
は
近

現
代
の
中
国
の
詩
学
を
系
統
的
に
研
究
し
た
成

果
で
あ
る
。
こ
こ
で
六
朝
文
学
と
い
う
鄭
氏
の

中
心
的
仕
事
を
強
調
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ず

六
朝
自
体
の
理
論
的
な
蓄
積
の
厚
さ
こ
そ
が
氏

の
先
秦
、
秦
漢
へ
の
遡
及
的
な
研
究
と
近
代
へ

の
下
降
的
な
研
究
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
た
め
で
あ

る
。
そ
し
て
、
同
時
に
『
引
譬
連
類
』
に
お
け

る
六
朝
を
中
心
と
す
る
古
典
詩
学
の
斬
新
な
研

究
が
『
姿
と
言
』
に
お
け
る
近
代
詩
に
対
す
る

系
統
的
な
研
究
と
如
何
に
し
て
関
わ
っ
て
い
る

の
か
を
強
調
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
紙
幅
の
制

限
の
た
め
、
こ
こ
で
敢
え
て
一
点
だ
け
強
調
す

る
な
ら
ば
、『
引
譬
連
類
』
が
外
国
の
哲
学
、

詩
学
、
言
語
学
理
論
を
多
様
に
駆
使
し
て
い
る

と
い
う
方
法
論
的
特
徴
は
、
あ
る
程
度
後
の

『
姿
と
言
』
に
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
鄭
氏

は
両
著
書
に
お
い
て
古
今
東
西
の
複
数
の
二
項

対
立
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
乗
り
越
え
、
中
国
の
詩

学
の
普
遍
的
な
構
造
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
前
述
し
た
通
り
、『
引
譬
連
類
』
の
最
終
章

に
お
け
る
黄
遵
憲
の
「
詩
界
革
命
」
論
は
前
近
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代
か
ら
近
代
へ
の
転
換
期
に
つ
い
て
の
唯
一
の

文
学
論
で
あ
る
が
、
こ
の
章
は
五
年
後
に
出
版

さ
れ
る
『
姿
と
言
』
の
予
告
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
次
の
意
味
に
お
い
て
そ
う
言
え
る
。

　
ま
ず
、『
引
譬
連
類
』
が
古
典
詩
学
・
古
典

文
学
思
想
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
姿
と

言
』
は
清
末
か
ら
民
国
ま
で
の
詩
学
を
理
論
的

に
論
じ
る
著
書
で
あ
る
が
、
両
著
は
黄
遵
憲
の

近
代
詩
を
理
論
的
に
論
じ
る
点
に
お
い
て
繋

が
っ
て
い
る
。
次
に
、『
姿
と
言
』
は
近
代
と

近
代
詩
と
の
関
係
を
言
語
論
的
な
視
点
か
ら
論

じ
よ
う
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
同
時
に

古
典
詩
学
的
に
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
特

徴
は
、
ち
な
み
に
『
姿
と
言
』
の
文
献
リ
ス
ト

を
見
れ
ば
わ
か
る
。『
姿
と
言
』
の
文
献
リ
ス

ト
は
「
一 

伝
統
文
献
」「
二 

近
人
論
著
」
と

い
う
順
番
で
並
べ
ら
れ
て
お
り
、「
一
」
は
漢

代
の
『
詩
経
注
疏
』『
楚
辞
章
句
』
な
ど
の
古

典
文
献
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
両
著
の

内
的
な
関
連
が
強
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
姿
と
言
』
が
近
代
的
な
産
物
で
あ
る

博
物
館
か
ら
論
を
始
め
た
こ
と
も
、
対
比
を
通

し
て
『
引
譬
連
類
』
と
の
関
連
を
裏
返
し
に
物

語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
博

物
館
が
「
分
類
」「
比
較
」
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
近
代
以
前
は
「
連
類
」「
親
附
」
と
な
る

か
ら
で
あ
る
（『
姿
』
六
九
頁
）。
明
治
初
年
の

博
物
館
の
分
類
に
対
し
て
、
日
中
共
有
の
漢
詩

の
「
連
類
」
と
の
拮
抗
を
扱
っ
た
本
書
の
最
初

の
章
は
、
作
者
の
「
近
代
」
を
相
対
化
す
る
意

図
を
垣
間
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
民
国
期
の
新
詩
（
口
語
に
よ
る
不
定
形
の
中

国
語
新
体
詩
）
は
本
来
古
典
文
言
定
型
詩
（
日

本
で
い
う
漢
詩
）
を
打
倒
し
よ
う
と
し
て
出
発

し
た
の
で
、
普
通
は
そ
れ
を
「
古
典
詩
学
的

に
」
論
じ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
あ
ま
り

先
行
研
究
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、『
姿
と
言
』
は
こ
の
点
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ

も
本
書
の
方
法
論
と
し
て
言
語
論
的
手
法
に
主

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
と
不
可
分
で
あ
る
。

『
姿
と
言
』
が
前
著
『
引
譬
連
類
』
と
同
様
に
、

説
得
力
を
持
っ
て
い
る
の
は
と
り
わ
け
言
語
論

的
に
論
じ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
え
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。『
姿
と
言
』
は
と
く
に
白
話

文
運
動
発
足
と
前
後
す
る
、
馬
建
忠
（
一
八
四

五

－

一
九
〇
〇
）
や
黎
錦
熙
（
一
八
九
〇

－

一

九
七
八
）
な
ど
の
文
法
学
に
対
す
る
批
判
的
な

検
討
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
白
話
文

運
動
の
展
開
と
と
も
に
起
こ
っ
た
、
修
辞
学
の

登
場
を
こ
の
近
代
的
な
文
法
学
に
対
す
る
連

動
・
発
展
、
な
い
し
は
そ
れ
を
反
省
と
し
て
も

見
な
し
て
い
る
。
最
後
に
は
『
姿
と
言
』
に
お

い
て
「
意
義
学
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
、
新
詩

の
意
味
生
産
の
構
造
に
対
す
る
理
論
的
な
探

求
の
系
譜
が
整
理
さ
れ
て
い
る
（「
意
義
学
」

と
い
う
鄭
氏
の
用
語
はsem

antics

の
訳
で
あ

り
、
日
本
語
の
意
味
論
の
語
に
当
た
る
）。
強

調
す
べ
き
な
の
は
、
白
話
文
運
動
へ
の
反
省
と

し
て
（
ま
た
は
反
省
を
通
し
て
の
運
動
の
推
進

と
し
て
）、
詩
的
言
語
を
言
語
論
的
に
探
求
す

る
系
譜
に
関
す
る
研
究
は
筆
者
の
知
っ
て
い
る

限
り
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点

も
『
姿
と
言
』
の
貢
献
で
あ
る
。

３
　
六
朝
は
周
知
の
通
り
、
中
国
の
文
学
批
評
史

に
お
い
て
一
番
豊
か
な
成
果
を
挙
げ
た
時
代
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
音
声
、
韻
律
な
ど
の
形
式

の
問
題
が
重
視
さ
れ
、
頻
繁
に
議
論
さ
れ
た
。

例
え
ば
、『
引
譬
連
類
』
に
お
い
て
頻
繁
に
言

及
さ
れ
て
い
る
西
晋
（
二
六
五

－

三
一
六
年
）
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の
批
評
家
、
陸
機
の
『
文
賦
』
は
、
初
め
て
音

声
、
韻
律
な
ど
が
意
味
生
成
に
お
い
て
果
た
し

た
役
割
を
よ
り
系
統
的
に
探
求
し
よ
う
と
し
た

作
品
で
あ
り
、「
声
色
」
と
い
う
概
念
を
提
起

し
た
。
の
ち
に
沈
約
（
四
四
一

－

五
一
三
）

や
、
梁
（
五
〇
二

－

五
五
七
年
）
の
鍾
嶸
（
四

六
八
？

－

五
一
八
）
の
『
詩
品
』
と
、
ほ
ぼ
同

時
代
の
劉
勰
の
『
文
心
彫
龍
』
な
ど
に
お
い
て

も
、
音
声
、
韻
律
な
ど
の
形
式
の
問
題
が
大

い
に
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、『
詩
経
』
学
の
核

心
的
な
概
念
で
あ
る
「
興
」
を
、『
毛
詩
』
も

『
鄭
箋
』
も
（
特
に
後
者
）
修
辞
か
ら
道
徳
的

倫
理
的
解
釈
を
引
き
出
す
よ
う
な
解
釈
的
傾
向

が
強
か
っ
た
が
、
鍾
嶸
も
劉
勰
も
そ
の
よ
う
な

研
究
史
・
解
釈
史
と
距
離
を
置
き
な
が
ら
、
興

と
い
う
概
念
を
詩
学
一
般
の
問
題
と
し
て
解
釈

し
た
。
鄭
氏
が
『
姿
と
言
』
に
お
い
て
文
学
的

な
近
代
を
言
語
論
的
に
批
判
的
に
考
察
す
る
際

に
そ
の
核
心
的
な
問
題
の
一
つ
は
、
音
律
（
音

声
的
要
素
、
リ
ズ
ム
な
ど
）
を
意
味
生
成
と
の

関
連
に
お
い
て
集
中
的
に
論
じ
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
詩
学
一
般
の
問
題
の
視
点
か
ら
、

近
代
的
な
白
話
文
の
問
題
を
言
語
論
的
に
批
判

的
に
検
証
し
よ
う
と
し
た
『
姿
と
言
』
は
、
古

典
詩
学
の
問
題
を
扱
う
『
引
譬
連
類
』
と
強
い

関
連
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
著
と

も
「
方
法
論
と
し
て
の
〈
六
朝
〉」
│
│
本
書

評
の
用
語
で
は
あ
る
が
│
│
と
い
う
方
法
論
的

視
点
を
共
有
し
て
い
る
と
、
こ
こ
に
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
鄭
氏
の

『
引
譬
連
類
』
か
ら
『
姿
と
言
』
を
書
い
た
理

由
は
、
や
や
大
げ
さ
に
言
う
な
ら
ば
、「
方
法

と
し
て
の
〈
六
朝
〉」
こ
そ
が
『
引
譬
連
類
』

と
『
姿
と
言
』
と
い
う
二
著
に
共
有
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
特
に
前
者
の
方
法

を
後
者
に
応
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
評
者
の
考

え
で
あ
る
と
強
調
し
た
い
。
同
時
に
こ
の
こ
と

は
、
評
者
か
ら
見
れ
ば
、『
姿
と
言
』
に
お
け
る

近
代
詩
の
問
題
を
著
者
が
古
典
詩
学
的
に
論
じ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
著
者
は
古
今
の
二
項
対
立
を
上

手
く
乗
り
越
え
て
論
じ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
こ
の
関
連
性
は
、
例
え
ば
『
姿
と
言
』
の
中

の
「
姿
」
は
、
ア
メ
リ
カ
で
教
鞭
を
執
っ
て
い

る
比
較
文
学
者
陳
世
驤
（
一
九
一
二

－

一
九
七

一
）
の
画
期
的
な
論
文
「
中
国
詩
字
之
原
始
観

念
試
論
」（
一
九
五
九
年
）、
陳
氏
が
陸
機
の

『
文
賦
』
を
英
訳
し
た
後
に
構
築
し
た
「
姿
」

と
い
う
概
念
（
論
文
「
姿
とG

EST
U

RE

」）

か
ら
直
接
示
唆
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
（『
姿
』

第
四
章
「
姿
態
節
奏
」
を
参
〉
5
〈

照
）。

　
近
年
、
王
徳
威
、
鄭
氏
本
人
を
は
じ
め
と
す

る
台
湾
出
身
の
学
者
、
そ
し
て
香
港
の
陳
国
球

な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
抒
情
伝
統
」
と
い

う
概
念
が
提
起
さ
れ
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

研
究
者
は
、「
抒
情
」
に
関
す
る
戦
後
の
研
究

の
系
譜
に
お
い
て
特
に
陳
世
驤
と
、
同
じ
く
ア

メ
リ
カ
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
高
友
功
の
詩
学

研
究
に
対
し
て
評
価
が
高
い
。
鄭
氏
は
頻
繁
に

こ
の
「
抒
情
」
の
研
究
の
系
譜
に
言
及
し
、
こ

の
研
究
の
系
譜
に
対
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
は
な
い
。
し

か
し
一
方
で
評
者
か
ら
す
る
と
、
鄭
氏
が
前
述

二
著
に
お
い
て
提
起
し
た
問
題
は
前
述
の
「
抒

情
」
の
問
題
圏
と
重
な
っ
て
は
い
る
が
、
同
時

に
「
抒
情
」
の
問
題
圏
を
遥
か
に
乗
り
越
え
て

い
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

「
気
」
の
問
題
も
そ
う
で
あ
る
が
、
両
著
に
お

い
て
「
イ
メ
ー
ジ
」（
現
代
中
国
語
の
「
意

象
」
と
い
う
語
）
を
使
わ
ず
に
「
姿
」
を
使
っ

た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ず
『
引
譬
連
類
』
の
問
題
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意
識
の
一
つ
で
あ
る
自
然
、
身
体
と
文
と
の
関

係
、
ま
た
は
、「
連
類
」
を
以
て
身
体
と
宇
宙

と
関
連
・
交
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
仕
組
み
を
理

論
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
遥
か
に
今
日
の
翻
訳

語
と
し
て
の
「
文
学
」
概
念
を
乗
り
越
え
る
も

の
で
あ
り
、
す
で
に
哲
学
的
な
問
題
で
あ
る
。

　
他
方
、『
姿
と
言
』
に
お
け
る
言
語
論
的
な

方
法
論
は
徹
底
的
に
陳
世
驤
か
ら
の
濃
厚
な
影

響
が
窺
い
知
れ
る
。
鄭
氏
は
言
語
論
的
新
詩
の

問
題
を
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
中
国

語
の
「
内
的
形
式
」
の
問
題
で
あ
る
と
し
な
が

ら
（『
姿
』
二
七
六
頁
）、
排
他
的
な
白
話
文
運

動
の
批
判
者
で
あ
る
小
学
家
一
派
（
古
典
漢
字

学
の
専
門
家
）
が
文
字
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
展

開
し
た
議
論
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。『
姿

と
言
』
の
中
の
小
学
家
一
派
の
論
者
に
、
劉
師

培
（
一
八
八
四

－

一
九
一
九
）、
黄
侃
（
一
八

八
六

－

一
九
三
五
）、
胡
樸
安
（
一
八
七
八

－

一
九
四
七
）
ら
が
い
る
。
こ
の
こ
と
は
著
者
が

若
い
こ
ろ
に
強
い
感
銘
を
受
け
た
陳
世
驤
の
詩

学
研
究
に
お
け
る
字
源
学
な
ど
の
小
学
的
研
究

方
法
論
と
通
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
に
鄭
氏

の
二
著
が
「
六
朝
詩
学
」
を
方
法
と
し
て
い
る

こ
と
を
論
じ
た
が
、
本
書
評
に
お
け
る
「
方
法

と
し
て
の
〈
六
朝
〉」
と
は
韻
律
、
音
声
的
要

素
な
ど
の
要
素
と
意
味
生
成
と
の
間
の
関
係
と

い
う
形
式
論
的
な
問
題
を
重
視
す
る
と
い
う
意

味
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
連

類
」
と
い
う
思
考
・
理
論
を
強
調
す
る
用
語
で

も
あ
り
、
同
時
に
、
近
代
白
話
の
問
題
を
考
察

す
る
方
法
論
的
視
点
で
も
あ
る
。
言
語
論
的
な

方
法
は
こ
の
「
方
法
と
し
て
の
〈
六
朝
〉」
に

奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
中
国
近
代
文
学
と
そ
の
批
評
に
お
け
る
「
抒

情
」
の
伝
統
は
、
近
代
批
判
の
意
味
を
含
有
し

て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
他
方
、「
抒
情
」

を
め
ぐ
る
討
論
は
そ
も
そ
も
広
い
意
味
で
の

「
革
命
」（
清
末
の
黄
遵
憲
の
「
詩
界
革
命
」、

「
五
・
四
」
新
文
化
運
動
に
お
け
る
胡
適
の

「
詩
国
革
命
」、
共
産
主
義
な
ど
の
社
会
革
命
な

ど
）
及
び
進
化
論
的
歴
史
観
、
言
語
道
具
論
、

音
声
中
心
主
義
な
ど
の
考
え
か
ら
派
生
し
た
問

題
で
も
あ
る
。
中
国
文
学
の
批
評
の
伝
統
の
一

つ
は
「
文
」
と
「
質
」
と
の
均
衡
的
な
関
係
、
ま

た
は
今
日
の
用
語
で
い
う
な
ら
ば
、
美
と
倫
理

と
の
均
衡
的
な
関
係
に
対
す
る
強
調
で
あ
る
。

こ
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、「
方
法
と
し
て
の

〈
六
朝
〉」
が
意
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の

は
、
評
者
に
は
興
味
深
く
思
え
る
の
で
あ
る
。
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